
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙写真の内容 
 三次元地形データを標高により彩色レンダリ

ング表示したもの。 

 
主な内容 
1. 三次元データの利用 

2. 三次元地形データの計測 

3. 三次元地形図・断面図の作成 
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三次元地形データの活用 

国道 410 号 3D ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅによる地形測量 

 
発注：君津地域整備センター上総出張所 様 

大戸見隧道

四町作隧道 
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１．三次元地形データの利用 

 三次元レーザースキャナの開発により地形測量は新たなステージを迎えています。 

起伏のある地域で、地形への影響や土工量を比較する概略設計などにおいては、比較案毎に縦横断図

を必要とします。このようなケースに三次元地形データが活かされます。 

座標値データ（X,Y,Z と照度）を基に作成される TIN サーフェスにより、比較毎の地形データの抽出が

可能で再測量が不要となります。また、三次元ＣＡＤの活用により、データに道路の計画断面を与える

ことで、精度の高い概略設計の自動化が容易に行えます。 

このほか三次元地形データの利用は、計画の事前、事後を三次元ＣＧにより視覚的に表現できること

から住民説明用プレゼンテーションなどに活用が期待されます。 

 

２. 三次元地形データの計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測量調査箇所 

ﾗｲｶ ｽｷｬﾝｽﾃｰｼｮﾝ

点群取得 (起点部) → TIN ﾒｯｼｭ発生

TIN ﾒｯｼｭ → 等高線発生→ 地物を表示 

JR 久留里線 JR 久留里線 
国道 410 号 
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３. 三次元地形図・断面図の作成 

デジタル地形図から縦横断図の作成 

〔使用 3DCAD：Bentley 社 MicroStation InRoadｓ〕 

平面線形要素の決定 

縦断図作成（中心線データに基づき現況地盤高を取得） 
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既存トンネル

平面線形要素（緩和区間長、半径）を入力 

計画標準横断図 

三次元地形図から二次元地形図の作成 



縦断計画の決定（縦断線形・曲線長の入力） 

 

三次元道路の簡易設計 

計画標準断面及び法面処理方法を入力 

 

計画横断図の作成～切盛土量計算           計画道路の３D 表示 

 

 

 

（本社認証） 


